






ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第２番ハ短調op.18（11/26甲府）
　19才で新進作曲家として出発し、最初の歌劇 ｢アレコ｣ や有名な前奏曲嬰ハ短調の成功によって世に知られる
ようになったラフマニノフ（1873-1943）は３年後に最初の本格的な交響曲に取り組んだ。だが自信を持って世に
問うた作品は初演演奏の酷さと悪意に満ちた批評により真価を認められることなく、作曲家を創作不能の鬱状態に
まで落としめてしまった。それを救ったのが当時ヨーロッパで流行していた心理療法に基づく催眠療法による治療
を専門にしていたダーリ博士である。博士の献身的な治療によってラフマニノフが創作意欲を取り戻し、イギリス
王立交響楽協会から依頼されていたピアノ協奏曲に着手しその完成を機に曲を博士に捧げている。しかし同時に彼
を救ったのは、同じ歳の歌手・シャリアピンだったことは意外と知られていない。生涯に渡って友情が続いたこの
大歌手が初めてミラノ・スカラ座に招かれた時に、彼は心病む友人を伴った。サン・レモに近い滞在先の地中海の
明るく開放的な雰囲気の中、ラフマニノフはこの協奏曲のスケッチを進めた。これまで都会にいて苦しめられてい
た孤独な憂鬱感を客観的に振り返りながら、彼の胸中に湧いたのは世紀末ロシアへの厭世感だったかもしれない。
　第１楽章　 Moderato　冒頭の鐘の音を模した和音をはじめ、随所にピアニストでもあったラフマニノフの超

絶技巧を彷彿とさせるテクニックが要求される。
　第２楽章　 Adagio sostenuto　メランコリックなメロディや哀愁を帯びたハーモニーはラフマニノフの大

きな特徴だろう。
　第３楽章　 Allegro scherzando　躍動感あふれるリズムや特徴ある“節回し”は作曲家のもう一つの真骨頂で

ある。大きなクライマックスは後の交響曲第２番にも繋がっている。

コダーイ／ ｢くじゃくは飛んだ｣ の民謡旋律による変奏曲（11/26甲府）
　コダーイが57歳の時にアムステルダム・コンセルトヘボウ管弦楽団創立50周年記念に委嘱された作品。その素
材となったのは言うまでもなく民謡で、ハンガリーを古くから支配した ｢オスマン・トルコ帝国｣ や二重帝国と
して支配したオーストリア帝国（ハプスブルグ家）からの解放をうたったものであることから、この作曲がされた
1939年頃に台頭していた ｢ファシズム｣ への抵抗の思いが秘められているとする向きもある。
　曲は旋律を様々な楽器を組み合わせて演奏される16の変奏部分と長大なフィナーレとで構成されており、コダ
ーイのオーケストレーションの粋を集めたものである。中でも東洋的な旋律を木管が奏する部分や、ホルンの四重
奏が拍子を増しながら大きなクライマックスを作る部分、また代表作である歌劇 ｢ハーリ・ヤーノシュ｣ を彷彿
とさせる葬送行進曲や、フルートが篠笛のような旋律を奏する部分など大変に魅力のあふれる作品に仕上がっている。

バルトーク／ピアノ協奏曲第3番Sz.119（11/27東京）
　第二次世界大戦が勃発してナチスが台頭してくると、ライフワークである民族音楽の研究が出来なくなること
や、政治的にも自由な活動が制限されることを恐れたバルトークはアメリカへの移住を決意し、後のことを盟友コ
ダーイに託して1940年にアメリカへと渡る。しかし少々堅物であった性格や生来の社交嫌いの志向はますます強
まり、ピアニストとしての演奏活動以外は、ハンガリーから持ち込んだ膨大な資料の整理研究にばかり没頭する毎
日を送っていた。しかし体の不調が徐々に強まり、渡米わずか3年で彼は病のため入院を余儀なくさせられて全て
の活動が中断してしまう。
　先にアメリカ移住していたブダペストでの弟子である指揮者フリッツ・ライナーや、当時のボストン交響楽団指
揮者クーセビツキーによって支援され創作活動も復活するが、1945年のこの時既にバルトークは白血病という不
治の病に冒されていたのだ。
　バルトークは最後の力を振り絞って愛妻であるピアニスト・ディッタ夫人に捧げようと３番目のピアノ協奏曲の
作曲に取り組むが、最後の17小節を残して他界してしまう。曲は作曲者の指示によって弟子であるシェルイによ
り完成され、その後次男のペーターや指揮者ショルティらによって現在の形に改定されている。
　第１楽章　 Allegretto　新古典的な形式、当時のアメリカの嗜好を意識？した明るい調性（ホ長調）を持つ。

技巧的には容易であるとされるが、随所に見られるハンガリー的リズムや拍子感はこの作曲家への
理解と共感を演奏者に求めている。またこの直前に完成された ｢管弦楽の協奏曲｣ と同じモティー
フを持つ。

　第２楽章　 Adagio religioso　弱音器をつけた弦楽器から始められる抒情的な教会旋法の旋律とピアノとの
対話が印象的な楽章。途中から曲奏は一変し、森のざわめきや鳥の声を思わせる箇所がハンガリー
への郷愁を誘うようだ。

　第３楽章　 Allegro vivace　ロンド形式だが、その展開に作曲者のユニークさが表れている。民族舞曲のよ
うな旋律はハンガリー独特の逆付点やアクセントが見られ、同じく ｢管弦楽の協奏曲｣ のフィナー
レのような下行及び上行旋律が聴き手に大きな昂揚感を与える。

グノー／歌劇 ｢ファウスト｣ よりバレエ音楽第１曲“ヌビア人の踊り”（オーケストラ）
同／歌劇「ロミオとジュリエット」（グノー）から“私は夢に生きたい”（ロスト）
19世紀後半のフランスロマン派オペラを代表する作曲家のひとりグノーは未完を含め生涯13のオペラを書いたが、
中でもこの２つは代表作だ。この時代の様式に従い ｢ファイウスト｣ 第５幕に挿入されている特にバレエ音楽は
どれも優美で華やかだが、力強さとワルツの典雅さこそはこの作曲家の真骨頂だろう。ロストが歌う今宵一曲目の

ロスト・アンドレア　オペラアリアコンサート
（11/23山形、11/27東京）
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アリアは第1幕のキャピュレット家の仮面舞踏会でジュリエットが歌うアリアで、《ジュリエットのワルツ》とし
ても知られている。まだロミオに会っていない、少女ジュリエットの淡い恋心や憧れが歌われる。

ドニゼッティ／歌劇「ドン・パスクワーレ」からカヴァティーナ“騎士はあのまなざしを”（ロスト）
ドニゼッティはロッシーニやベッリーニと並ぶ19世紀前半のイタリア古典～初期ロマン派を代表するオペラ作曲
家。この曲は既に「愛の妙薬」「ランメルモールのルチア」等で成功を収めていたこの作曲家の円熟期の作品で、
第1幕第３場で主人公ノリーナが歌う曲だ。古い騎士物語を読んで現実にはあり得ないとひとり語り出す、勝気で
気まぐれ、それでいて愛らしい主人公の性格が表出されている。

ヴェルディ／歌劇「マクベス」からバレエ音楽第１番（オーケストラ）
同／歌劇「リゴレット」から“慕わし人の名は”（ロスト）
続いてヴェルディの作品が並ぶ。｢マクベス｣ はシェークスピアの戯曲を原作に作曲した初期のオペラ。初演から
17年経ってパリ・リリック座での上演を機に作曲者が大幅な改訂をし第3幕にこのバレエ音楽が挿入された。権力
の座を狙うマクベスが訪れた洞穴に住む預言者たる魔女たちの様子が描かれる。また続くアリアは道化師リゴレッ
トに人目に触れないよう育てられていた美しい娘・ジルダが父の仕える侯爵マントヴァに教会で偶然に出会い、貧
しい学生だと偽って名乗ったその男と恋に落ちその名を慕って歌われるものだ。

ヴェルディ／歌劇「椿姫」より第１幕への前奏曲（オーケストラ）
同アリア「ああ、そはかの人か～花から花へ」（ヴェルディ）　（ロスト）
おそらくこの作曲家の作品中もっとも知られているオペラの前奏曲をオーケストラが演奏した後に、第１幕最後に
歌われるヴィオレッタの有名なアリアが続く。高級娼婦としての身ながら気高く生きるヒロイン・ヴィオレッタの
悲痛な思いを語るような前奏曲の後に曲調はそのヴィオレッタが暮らす社交界の華やかな趣に一転、彼女に対して
いちずな思いを寄せる青年アルフレッドの愛の告白を受けたヴィオレッタ自問しながらその葛藤を歌う。

ドヴォルジャーク／「チェコ組曲」作品39より第２曲“ポルカ”（オーケストラ）
同／歌劇 ｢ルサルカ｣ より“月に寄せる歌”（ドヴォルジャーク）（ロスト）
　後に ｢新世界｣ 交響曲で名を馳せるこの作曲家がまだチェコのプラハ国民劇場のヴィオラ奏者だった頃に書か
れたのが全5曲からなる ｢チェコ組曲｣。その2曲目“ポルカ”では、ボヘミアの自然やそこに集う人々の舞踊などが
抒情的に奏される。続いて歌われるのがドヴォルジャーク晩年のオペラ第1幕でのアリア。水の精ルサルカが人間
の王子に恋をし、その愛おしい気持ちを月に願う情景が歌われる

エルケル／歌劇「フニャディ・ラースロー」より“パロターシュ”（オーケストラ）
ハンガリー国民音楽の祖エルケルの書いた悲劇のオペラからの舞曲。パロターシュとはハンガリー民族舞踊の一種
で ｢宮殿の踊り｣ という意味であり、貴族や地位の高い人によって踊られるチャールダーシュを指す。

カールマン／歌劇 ｢チャールダーシュの女王｣ より
　　　　　　“シルヴィア登場の歌～ジーベンビュルゲンの娘（私の故郷は山の中）”
レハール／歌劇「メリー・ウィドウ」より“ヴィリアの歌”
　多くのウィンナ－オペレッタの作曲家として知られるカールマンやレハールは、どちらもハンガリー出身の作曲
家だ。この ｢チャールダーシュの女王｣ はカールマンの代表作の一つで、この“登場の歌”は主人公である歌手シル
ヴァがアメリカ公演に旅立つ前に聴衆に別れを告げる際に歌うアリア。抒情的な前半部から一転、後半は激しいチ
ャールダーシュの速い曲想に変わり、ハンガリーの『血』を感じる楽曲である。「メリー・ウィドウ」はハンガリ
ーで生まれた後プラハ～ウィーンと移り住んだ作曲家の出世作で、“ヴィリアの歌”は第２幕冒頭主人公のハンナが
国王祝賀パーティでの民族舞踊に続いて故郷を忍んで歌われる。今日は第２幕・幕開けの序奏と舞踊（ハンガリー
舞曲“コロ”）に演奏される（予定）。

J.シュトラウス作曲/歌劇「こうもり」より“チャールダーシュ”
　ウィンナーオペレッタの最高峰に位置するのがこの「こうもり」だ。舞台となっているのが大晦日の晩であるた
め、ヨーロッパでは暮れや大晦日に演奏されることが多い定番オペレッタ。この“チャールダーシュ ”は第2幕の夜
会で、主人公ハンナが収監前にもかかわらず不貞を働こうとする夫を懲らしめようと、身分を偽りハンガリーの貴
婦人としての証を立てようと歌うアリア。ゆっくりと始められる ｢ラッシャン｣ 部分と速く演奏される「フリシ
ュカ」との2部構成という伝統によって作曲されている。

プッチーニ／歌劇 ｢ラ・ボエーム｣ より“私の名はミミ”（11/23山形）
　ヴェルディと並んでイタリアオペラの最高の作曲者のひとりプッチーニの初期の代表作。戯曲をもとに書かれた
台本に対しプッチーニ自身の注文が多く当初は完成が難航しただけに、その出来栄えは素晴らしく現在もなお人気
の高いオペラ。第一幕消えてしまったカンテラの火を借りに来たお針子ミミは、そこで同じく貧しく暮らす詩人の
ロドルフォに出会う。その美しさに惹かれたロドルフォは暗闇で落としてしまったミミの部屋の鍵を探しながらそ
の冷たい手に触れてアリアを歌い自分の身の上を話す。それに応えるようにミミが歌うアリアがこの“私の名はミ
ミ”だ。
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